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10．大阪の活動

先に述べたようにコンスタンチノープル日本
商品館（イスタンブル日本商品館）の経営主体
は大阪商工会議所内に設けられた日土貿易協会
（後に近東貿易協会と改称）であり，日本の経
済界は大阪を中心にトルコとの貿易関係構築を
模索していた。
したがって日本がトルコとの貿易をどのよう

に考えていたか，世界恐慌の進展による各地域
に域内のブロック経済が顕現する中で，トルコ
も自国産業保護のためにバーター取引（＝他国
との輸出と輸入を等量にする）を主眼とする貿
易政策を推進するなかで，日本がどのように対
応していったかは，まず大阪商工会議所と大阪
の貿易関係者の活動に如実に現れている。
そこで本論を終えるにあたり，大阪の官・民

が商品館の活動をどのように捉えて，トルコと
の貿易関係の施策を講じていたのかを，大阪府・
大阪市・大阪商工会議所の逐次刊行物に記され
る情報に依拠しながら整理するものである（１）。

（１）大阪商工会議所
大阪商工会議所は，トルコに限定することな

く，明治期より世界各地に貿易の機会を見出す
べく活動をし，様々な貿易振興策を推進し，著
作物・逐次刊行物を通して会員を中心に情報を
提供していた。
機関誌たる『大阪商業會議所月報』は，ロー

ザンヌ条約締結後に日本とトルコとの貿易関係
が創始される運びとなると，初代の東京に赴任

した駐日トルコ大使たる，フルシー・ファド
（Hulusi Fuad TUGAY, 1890-1967年）に特別記
事を依頼して掲載し，先述のように東京の日土
協会に対抗して，大阪商工会議所内に設けた日
土貿易協会が日本とトルコとの貿易の推進拠点
とすべく，数多くの記事を掲載し，自らが経営
する日本商品館がイスタンブルに設けられる
と，そこから発信される様々な情報を掲載して
いる。しかしながら本論で繰り返し述べている
ようにトルコが自国産業保護のために輸入を制
限しだすと，1934年頃から同誌においてトルコ
関係の情報はほとんど掲載されなくなる。代
わってギリシャやシリヤなどの周辺国が期待を
集めて，記事の対象となっている（２）。

（２）大阪府
歴史的に日本の経済の中心地であった大阪府
は，明治維新後に積極的に商業・貿易振興事業
にかかわる施設を建設している。大阪城の東，
現在の大阪市中央区本町橋の大阪産業振興機構
マイドームおおさかの敷地にそうした事業にか
かわる諸施設が歴史的に設けられてきた。まず
1875年に大阪博物場が設けられ，1878年にはこれ
に府立教育博物館を併せ，産業見本市・図書館
博物館・美術館・動物園・植物園・舞台・公園
を併せ持つ総合産業文化施設へと発展した（３）。
最初1890年に北区堂島に設けられた大阪府立
商品陳列所は1909年の火災で焼失してしまう
と，1914年に前述の大阪博物場の地へ移転・再
建された（そのため大阪博物場は廃止，一部の
施設は分割・移転）。この地において府立商品
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陳列所はその機能を充実して大阪の商業・貿易
の発展に寄与した。
そして大阪府は1930年に産業行政機関整備の

ため府立商品陳列所を大阪府立貿易館と改称
し，その機能を強化した。
しかし世界恐慌進展のなかブロック経済を中

心とする世界の貿易体制の変更に伴い，戦中の
1943年に大阪府立貿易館は，それまで大阪市貿
易課・大阪商工会議所貿易課が行ってきたすべ
ての貿易関係業務を集約移管して，大阪南方院
と改称され，中国・東南アジア諸国の資源調査
などに当たることとなった。大阪南方院の時代
は既にイスタンブル日本商品館は閉鎖・撤退し
ており，トルコを中心とした地中海世界・中
東・東ヨーロッパの貿易は既に放棄され最早一
顧だにされていない。
府立商品陳列所および後身の府立貿易館は積

極的な外国貿易振興策を推進していたが，その
活動の一端をうかがえる史料は刊行した逐次刊
行物所収の記事である，

『大阪商品陳列所報告』（1890-1915年）
『通商月報』（1894-1915年）
『通商彙報』（1915-1934年）

からうかがえる。創設当時からの『大阪商品陳
列所報告』にはトルコ関係の記事を見出すこと
はできないが，『通商月報』にはイスタンブル
に日本商品館が設けられる前から記事が断片的
に掲載され，貿易が模索されていたことが分か
る。また日露戦争さなかの1905年の113号には
イスタンブルの中村商店から発せられたと判断
される在コンスタンチノープル商品陳列所発信
の記事が掲載されている。
日本とトルコとの間に国交が結ばれ，イスタ

ンブルに日本商品館が設けられ，通商条約が整
備されると，『通商月報』掲載記事の数は飛躍
的に増える。1931年に大阪府立貿易館は「巴土
波（＝バルカン・トルコ・ペルシャ）一周展覧
会」を開催し，大阪府の関心は頂点に達する（４）。

しかしトルコによる輸入制限策が進み，日本
側の打開策が功を奏さない中，1933年頃からは
その記事数は激減し，イスタンブルの日本商品
館が閉鎖・撤退すると記事も消滅する。

（３）大阪市
大阪市役所は大阪府と提携しつつも独自に商
業・貿易振興策を講じていた。大阪市役所が刊
行していた逐次刊行物のなかにはイスタンブル
の商品館や外交官から提供される細かな情報を
見出すことができる。

『大阪市商工時報』（1916-1926年）
『東洋貿易研究』（1926-34年）
『東洋貿易時報』（1925-41年）

『大阪市商工時報』は日本とトルコが通商関
係を結ぶ時期に『東洋貿易研究』と名称変更・
継承され，新装の『東洋貿易研究』には様々な
トルコ関係の記事を見出せる。
特筆すべきは薄冊ながら週刊のニューズレ
ターとして様々な情報を提供する『東洋貿易時
報』である。短い記事も速報性を重視した情報
提供は大阪商工会議所・大阪府と連携しつつも
独創性を打ち出そうとした姿勢である。
大阪府に比べて第二次世界大戦勃発まで記事
を発信しているものの，やはり1934年頃からは
トルコとの貿易不振から情報は圧倒的に少なく
なってきていることがわかる。

11．おわりに

ローザンヌ条約締結を契機に，日本とトルコ
との間に国交が結ばれ，日本はトルコとの間に
貿易関係構築を目指すために，コンスタンチ
ノープル日本商品館（後にイスタンブル日本商
品館と改称）を設けて，その経営を大阪商工会
議所内の日土貿易協会（後に近東貿易協会と改
称）に任せた。日本はこの地とエジプトのポー
トサイド領事館とカイロ日本商品館とを結んで
地中海世界・中東に広大な貿易圏の創設を企画
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した。しかし本論で検討してきたように，直後
の1929年にニューヨークに端を発した世界恐慌
によって地中海世界も急速にブロック経済化し
て日本が進出する余地はなく，第二次世界大戦
開戦前夜までに撤退を余儀なくされた。
確かに一瞬の蟷螂の夢に終わったものの，

政・官・民（部分的に軍）が関わりながら，日
本はイスタンブルを拠点とする事業を推進した
のである。戦後，関連する史資料が埋没し，長
らく忘却されてきたが，その活動の詳細を検
討・考察することが必要である。
史資料探索と執筆とに着手して早10年の月日

が経過した。この間に当初は全号の存在が確認
できなったコンスタンチノープル日本商品館
（イスタンブル日本商品館）の館報を全て発掘
し，DVD史料集を製作したほか，その掲載内
容を書誌データベースとして刊行することがで
きた。トルコではガラタ橋畔に於ける建物の写
真を複数発見し，諸文書館・図書館において関
係する文書・新聞・雑誌記事を発見することが
できた。トルコの関係機関・研究者の関心も高
まり，イスタンブル商工会議所からの提案でト
ルコ語による書籍を刊行することもできた。
それでも依然として日本・トルコ両国におい

て様々な史資料が埋没しているでしょうから史
資料の探索はまだ継続していく所存ですが，本
稿をもって本論を終わらせたく存じます。
もとより歴史学を専攻する者として，文献を

はじめとする史資料の探索とその内容のデータ
ベース化を中心に本論を編み，経済学が専門で
はなく収集・データベース化した記事に含まれ
る経済情報・統計資料を分析しないままに終え
ますが，それは史資料の継続探索とあわせて将
来的な課題とします

 （了）

※末筆ながら，本稿作成にあたり，興津厚志氏（人
材開発部次長）をはじめ大阪商工会議所の関係
部署の皆様，大阪商工会議所旧蔵の逐次刊行物

などの諸文献資料を現在所蔵・保管する大阪市
立大学学術総合センター，大阪府立図書館，貴
重な文献資料のデジタル撮影を許可戴いた大阪
府公文書センターと大阪市立図書館はじめ史資
料の探索・閲覧・複写に御協力いただいた関係
各位に感謝の意を表して擱筆したいと存じます。

＜注＞
⑴　国立情報学研究所（NII）の提供するする
CiNii や国立国会図書館の提供するデジタルコレ
クションなど日本における書誌情報・逐次刊行
物の記事データベースは急速に進歩しているも
のの依然としてデジタルコンテンツだけに依拠
して充分な書誌を得られる状況ではない。理由
としては第一にデジタル化されている書籍・逐
次刊行物の絶対数がまだまだ全体に比して少な
いこと，第二にデジタル化にともなって再録さ
れる書誌情報の基準が必ずしも明瞭ではなく記
事の細目が大項目になると全てが採られないこ
と，第三に検索語におけるシソーラスの採択が
不充分，ないしは採択に限界であることがあげ
られる。清水2013のような試みは実験的で興味
深いものであるが，全て現物確認（＝実際に現
存する逐次刊行物の現物を全てあたる）したう
えで本論に採択している記事の多くが逸脱して
いるのは上記の理由によるものである。デジタ
ルコンテンツのみでデータベース構築が可能に
なるにはまだまだ年数を要することであろう。

⑵　付言すれば，『大阪商業會議所月報』の誌名変
更前誌たる『貿易通報』（1906-1921年）にはトル
コ関係の記事を見出すことはできなかった。さ
らにその誌名変更前誌たる『大阪商業會議所月
報』（-1906年）は大阪会議所を含め，巻揃いが確
認されず，すべてを現物確認できなかったが，
トルコ関係の記事が掲載されている可能性は低
いと考えられる。

⑶　1971年に，大阪商工会議所も堂島からこの地
へ移転してきた。

⑷　詳細は金山1990参照。
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19
26
/1
2/
25
1-
8

芦
田
均

通
商
彙
報

「
本
邦
製
夏
帽
子
輸
入
有
望
（
君
府
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

23
5

19
26
/1
2/
25
20

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
取
引
税
法
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

24
1

19
27
/0
6/
25
31

通
商
彙
報

「
土
耳
古
向
輸
出
貨
物
原
産
地
證
明
證
書
の
査
證
料
低
減
に

就
て
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

24
7

19
27
/1
2/
25
44
-4
5

通
商
彙
報

「
最
恵
國
よ
り
輸
入
せ
ら
る
ゝ
貨
物
に
對
し
獨
土
通
商
條
約

に
規
定
す
る
特
定
税
率
を
適
用
の
こ
と
（
土
耳
其
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

24
8

19
28
/0
1/
25
33

小
幡
酉
吉

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
第
三
國
物
産
輸
入
手
續
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

25
0

19
28
/0
3/
25
19
-2
0

小
幡
酉
吉

通
商
彙
報

「
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
通
商
條
約
期
限
滿
了
と
關
税
率
引
上
（
土
耳

古
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

25
0

19
28
/0
3/
25
20

小
幡
酉
吉

通
商
彙
報

「
土
耳
古
産
産
業
奨
励
法
に
基
く
關
税
免
除
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

25
1

19
28
/0
4/
25
50
-5
1

上
村
辰
巳

特
別
記
事

「
最
近
の
土
耳
古
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

25
2

19
28
/0
5/
25
1-
8
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小
幡
酉
吉

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
貨
物
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

25
2

19
28
/0
5/
25
39

小
幡
酉
吉

通
商
彙
報

「
君
府
市
徴
収
市
税
改
正
（
土
耳
其
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

25
6

19
28
/0
9/
25
30

芦
田
均

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
商
品
見
本
無
税
通
關
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

26
1

19
29
/0
2/
25
39

芦
田
均

通
商
彙
報

「
土
耳
古
國
定
税
率
改
正
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

26
2

19
29
/0
3/
25
27
-2
8

通
商
彙
報

「
土
國
關
税
率
法
に
關
す
る
件
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

26
4

19
29
/0
5/
25
49
-5
2

本
通
商
彙
報

「
土
耳
其
新
文
字
と
商
品
廣
告
，
レ
ツ
テ
ル
，
説
明
書
に
關

す
る
注
意
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

26
5

19
29
/0
6/
25
28

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
新
關
税
法
改
正
實
施
の
件
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

26
6

19
29
/0
7/
25
45

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
捺
染
綿
布
の
状
況
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
0

19
29
/1
1/
25
26

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
行
荷
造
竝
に
イ
ン
ボ
イ
ス
に
關
す
る
注
意
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
1

19
29
/1
2/
25
33

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
方
面
に
於
け
る
各
種
捺
染
綿
布
の
状
況
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
1

19
29
/1
2/
25
33
-3
4

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
君
府
経
由
ぺ
ル
シ
ヤ
貿
易
の
有
望
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
1

19
29
/1
2/
25
34

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
其
向
き
輸
出
品
の
中
味
包
装
に
ボ
ー
ル
紙
を
使
用
す

る
は
不
利
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
3

19
30
/0
2/
25
27
-2
8

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
郵
送
書
信
類
に
就
て
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
3

19
30
/0
2/
25
28

芦
田
均

調
査
及
資
料
「
最
近
の
土
耳
古
事
情
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
4

19
30
/0
3/
25
1-
12
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コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
露
國
製
品
の
土
耳
古
躍
進
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
6

19
30
/0
5/
25
21
-2
2

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
土
耳
古
税
關
規
則
變
更
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
7

19
30
/0
6/
25
25
-2
6

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
其
に
於
け
る
日
傘
並
に
雨
傘
に
對
す
る
輸
入
税
の
改

定
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
8

19
30
/0
7/
25
17
-1
8

二
瓶
兵
二

通
商
彙
報

「
商
品
見
本
無
税
通
關
（
土
耳
古
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

27
9

19
30
/0
8/
25
12

吉
田
伊
三
郎

通
商
彙
報

「
土
耳
其
に
於
け
る
金
銀
製
品
輸
出
禁
止
令
廃
止
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

28
9

19
31
/0
6/
25
45

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
政
府
の
輸
入
禁
止
令
發
布
に
関
す
る
件
（
一
～
四
）
『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

29
5

19
31
/1
2/
25
52
-5
4

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
輸
入
禁
止
制
限
令
發
布
後
の
輸
入
許
可
數
量
其
他

の
件
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

29
6

19
32
/0
1/
25
53

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
令
（
續
報
の
一
～
三
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

29
6

19
32
/0
1/
25
53
-5
5

村
上
義
温

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
令
許
可
數
量
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

29
8

19
32
/0
3/
25
36

村
上
義
温

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
一
部
緩
和
説
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
4

19
32
/0
9/
25
41

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
十
，
十
一
，
十
二
月
中
土
國
輸
入
許
可
數
量
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
4

19
32
/0
9/
25
42

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
（
別
報
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
4

19
32
/0
9/
25
42
-4
3

村
上
義
温

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
茶
，
砂
糖
及
珈
琲
輸
入
統
一
法
（
一
九

三
二
年
七
月
二
日
制
定
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
4

19
32
/0
9/
25
43

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
の
緩
和
（
別
報
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
5

19
32
/1
0/
25
50
-5
1

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
ト
ル
コ
向
縞
三
綾
の
重
量
に
關
す
る
注
意
事
項
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
6

19
32
/1
1/
25
34
-3
5
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コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
國
輸
入
禁
止
制
限
品
目
並
に
許
可
數
量
（
十
，
十
一
，

十
二
月
分
）

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
6

19
32
/1
1/
25
35
-4
0

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
（
別
報
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
7

19
32
/1
2/
25
60
-6
1

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
本
邦
關
係
商
品
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
7

19
32
/1
2/
25
61

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

通
商
彙
報

「
本
邦
に
關
係
あ
る
土
國
輸
入
禁
止
制
限
品
目
並
に
許
可
數

量
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
9

19
33
/0
2/
25
46
-4
9

吉
田
伊
三
郎

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
9

19
33
/0
2/
25
49

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
對
日
ト
ル
コ
特
産
物
の
輸
出
者
に
制
限
外
輸
入
を
許
可
す

る
規
定
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

30
9

19
33
/0
2/
25
50
-5
1

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
土
耳
其
に
於
け
る
輸
入
制
限
品
目
及
許
可
數
量
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
0

19
33
/0
3/
25
79
-8
0

通
商
彙
報

「
土
耳
其
に
於
け
る
輸
入
割
當
數
量
（
七
，
八
，
九
月
分
）」
『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
3

19
33
/0
6/
25
87
-8
8

近
東
貿
易
協
会
調
査
及
資
料
「
土
耳
古
國
輸
入
税
の
大
改
定
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
6

19
33
/0
9/
25
37
-5
1

村
上
義
温

通
商
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
6

19
33
/0
9/
25
67

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

通
商
彙
報

「
十
月
以
降
土
耳
古
國
輸
入
制
限
令
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
6

19
33
/0
9/
25
67

村
上
義
温

通
商
彙
報

「
土
耳
其
に
於
け
る
輪
入
制
限
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
7

19
33
/1
0/
25
48
-4
9

本
商
務
書
記
官
通
商
彙
報

「
土
耳
其
向
輪
入
品
に
對
す
る
原
産
地
證
明
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

31
7

19
33
/1
0/
25
49

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

通
商
彙
報

「
シ
リ
ヤ
國
綿
布
關
税
改
正
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

33
1

19
34
/1
2/
25
57

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

通
商
彙
報

「
土
耳
古
向
け
輸
出
品
包
装
用
紙
に
關
す
る
注
意
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

33
5

19
35
/0
4/
25
12
5-
12
6

佐
藤
矢
一
郎

調
査
及
資
料
「
ケ
マ
リ
ズ
ム
の
綱
領
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

34
7

19
36
/0
4/
25
7-
23

宮
崎
代
理
大
使
通
商
彙
報

「
土
耳
其
國
一
般
輸
入
制
限
令
（
一
九
三
七
年
一
月
乃
至
十

二
月
）」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

35
6

19
37
/0
1/
25
16
3

宮
崎
代
理
大
使
通
商
彙
報

「
土
國
一
般
輸
入
制
限
令
」

『
大
阪
商
業
會
議
所
月
報
』

35
7

19
37
/0
2/
25
14
9-
15
0
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Ⅱ
：
大
阪
府
関
係
逐
次
刊
行
物
　『
通
商
月
報
』・
『
通
商
彙
報
』・
『
通
信
見
本
市
』（
～
19
45
年
）
所
収
　
ト
ル
コ
関
係
記
事
総
索
引

著
者

項
目

表
　
　
題

掲
載
誌

巻
号
数

刊
行
年
月
日

頁
数

商
品
陳
列
所
雑
報
「
土
耳
古
「
シ
リ
ヤ
ベ
イ
ル
ー
ト
」
港
通
信
」

『
通
商
月
報
』

21
18
95
/1
0/
25
42
-4
4

商
品
陳
列
所
雑
報
「
土
耳
古
「
シ
リ
ヤ
」，
「
ベ
イ
ル
ー
ト
」
港
の
通
信
（
續
）」
『
通
商
月
報
』

22
18
95
/1
1/
25
40
-4
1

商
品
陳
列
所
雑
報
「
土
耳
古
，
ベ
イ
ル
ー
ト
港
よ
り
新
着
の
商
品
」

『
通
商
月
報
』

24
18
96
/0
1/
25
41
-4
2

「
土
京
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
府
商
況
調
査
報
告
」

『
通
商
月
報
』

30
18
96
/0
7/
25
22
-2
6

「
土
京
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
府
商
況
調
査
報
告
（
續
）」
『
通
商
月
報
』

31
18
96
/0
8/
25
23
-2
9

雑
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
米
國
人
の
営
業
振
り
」

『
通
商
月
報
』

10
6

19
04
/1
2/
25
33
-3
4

「
日
土
貿
易
の
将
来
に
就
て
」

『
通
商
月
報
』

10
8

19
05
/0
2/
25
13
-1
7

外
國
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
日
本
製
品
」

『
通
商
月
報
』

11
0

19
05
/0
4/
25
14
-2
0

在
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ノ
ー
プ
ル
商

品
陳
列
所

「
土
耳
古
に
於
け
る
本
邦
商
品
の
好
評
付
模
造
日
本
品
」

『
通
商
月
報
』

11
3

19
05
/0
7/
25
26
-2
8

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

帝
国
総
領
事
館
外
國
彙
報

「
土
耳
古
に
於
け
る
養
蚕
事
業
」

『
通
商
月
報
』

13
8

19
07
/0
8/
25
20

雑
報

「
ク
リ
ー
ト
島
オ
リ
ー
ヴ
油
製
造
業
」

『
通
商
月
報
』

15
4

19
08
/1
2/
25
40
-4
1

雑
報

「
日
土
貿
易
の
進
捗
」

『
通
商
月
報
』

17
6

19
10
/1
0/
25
33

内
國
彙
報

「
伊
土
時
局
と
生
糸
貿
易
関
係
」

『
通
商
月
報
』

18
8

19
11
/1
0/
25
17

内
國
彙
報

「
土
耳
其
貿
易
の
好
況
」

『
通
商
月
報
』

19
7

19
12
/0
7/
25
32

縫
田
榮
四
朗

「
彼
斯
，
土
耳
古
方
面
踏
査
談
」

『
通
商
彙
報
』

11
7

19
24
/0
7/
11
6-
11

「
土
耳
其
に
於
け
る
家
庭
用
電
氣
器
具
の
需
用
」

『
通
商
彙
報
』

18
6

19
26
/0
8/
11
3

「
土
耳
其
向
商
品
の
原
産
地
證
明
書
」

『
通
商
彙
報
』

18
8

19
26
/0
9/
11
9

「
本
邦
製
帽
子
の
土
耳
其
に
於
け
る
賣
行
狀
況
」

『
通
商
彙
報
』

18
9

19
26
/0
9/
11
9

「
土
耳
古
の
對
外
貿
易
」

『
通
商
彙
報
』

19
9

19
27
/0
3/
01
11
-1
2

「
土
耳
其
に
於
い
て
歡
迎
せ
ら
る
ゝ
本
邦
品
」

『
通
商
彙
報
』

20
0

19
27
/0
7/
01
13

「
土
耳
其
輸
入
貨
物
原
産
地
證
明
」

『
通
商
彙
報
』

20
8

19
27
/0
7/
21
9

「
土
耳
古
へ
商
品
見
本
發
送
に
就
て
」

『
通
商
彙
報
』

21
4

19
27
/1
2/
01
11
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「
土
耳
古
に
需
要
多
き
粗
布
の
取
引
狀
況
」

『
通
商
彙
報
』

22
5

19
28
/0
7/
01
8-
10

「
土
耳
古
絨
緞
に
就
て
」

『
通
商
彙
報
』

23
0

19
28
/1
0/
01
12
-1
3

巻
頭
言

「
土
耳
古
に
日
本
商
品
館
の
新
設
に
就
て
」

『
通
商
彙
報
』

23
3

19
28
/1
1/
15
1

「
土
耳
其
に
於
け
る
商
品
見
本
無
税
通
關
」

『
通
商
彙
報
』

23
8

19
29
/0
3/
01
8

「
土
耳
其
國
定
税
率
改
正
」

『
通
商
彙
報
』

23
9

19
29
/0
3/
15
15
-1
6

「
土
耳
古
向
陶
器
に
就
て
」

『
通
商
彙
報
』

25
5

19
29
/1
1/
15
15
-1
6

「
土
耳
古
に
於
け
る
捺
染
棉
布
の
狀
況
」

『
通
商
彙
報
』

25
6

19
29
/1
2/
01
15

「
土
耳
古
行
荷
造
竝
に
イ
ン
ボ
イ
ス
に
就
て
」

『
通
商
彙
報
』

25
7

19
30
/0
1/
01
17

「
土
耳
其
に
於
け
る
捺
染
綿
ネ
ル
の
需
給
狀
況
」

『
通
商
彙
報
』

26
2

19
30
/0
3/
15
1-
6

「
土
耳
古
向
人
絹
交
織
品
」

『
通
商
彙
報
』

26
5

19
30
/0
5/
01
26
-2
7

岡
田
薫

「
バ
ル
カ
ン
及
埃
及
事
情
」

『
通
商
彙
報
』

26
6

19
30
/0
5/
15
17
-2
3

「
パ
レ
ス
タ
イ
ン
に
對
す
る
我
國
製
品
の
販
路
擴
張
に
就
き
」
『
通
商
彙
報
』

26
6

19
30
/0
5/
15
23
-2
5

「
土
耳
古
に
於
け
る
紙
市
場
」

『
通
商
彙
報
』

27
3

19
30
/1
0/
01
6-
7

「
土
耳
古
に
向
け
商
品
見
本
を
小
包
郵
便
に
て
送
附
す
る
に

當
た
り
特
に
注
意
を
要
す
る
事
項
」

『
通
商
彙
報
』

27
3

19
30
/1
0/
01
11
-1
4

「
土
耳
古
に
於
け
る
最
近
の
經
濟
發
展
に
就
い
て
」

『
通
商
彙
報
』

28
6

19
31
/0
5/
15
44

バ
ル
カ
ン
よ
り
の

ニ
ユ
ウ
ス

「
土
耳
古
・
オ
リ
ー
ブ
の
大
豊
作
」

『
通
商
彙
報
』

28
9

19
31
/0
8/
15
30
-3
1

バ
ル
カ
ン
よ
り
の

ニ
ユ
ウ
ス

「
土
耳
古
・
自
動
車
工
業
の
現
状
」

『
通
商
彙
報
』

28
9

19
31
/0
8/
15
30
-3
1

近
東
市
場
の
三
商

品
「
電
燈
と
土
耳
古
」

『
通
商
彙
報
』

29
0

19
31
/0
9/
15
20
-2
1

バ
ル
カ
ン
よ
り
の

ニ
ユ
ウ
ス

「
ト
ル
コ
の
新
度
量
衝
制
度
／
土
耳
古
の
綿
花
輸
出
」

『
通
商
彙
報
』

29
0

19
31
/0
9/
15
28
-2
9

東
大
総
合

『
通
商
彙
報
』

29
1

19
31
/1
0/
15
-1
0

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
日
本
綿
布
並
に
日
本
品
に
對
す
る
外
入
阻
止
運
動
土
耳
其

に
於
て
惹
起
す
」

『
通
商
彙
報
』

29
1

19
31
/1
0/
15
10
-1
3

「
土
耳
古
で
外
國
貨
幣
を
佛
資
本
位
採
用
」

『
通
商
彙
報
』

29
1

19
31
/1
0/
15
22
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貿
易
館
彙
報

「
巴
爾
幹
，
土
耳
其
，
シ
リ
ア
方
面
商
工
視
察
員
歸
朝
」

『
通
商
彙
報
』

29
1

19
31
/1
0/
15
33

貿
易
館
彙
報

「
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
近
づ
く
」

『
通
商
彙
報
』

29
1

19
31
/1
0/
15
33

「
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
案
内
」

『
通
商
彙
報
』

29
1

19
31
/1
0/
15
34

「
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
」

『
通
商
彙
報
』

29
2

19
31
/1
1/
15
1-
3

巴
土
波
諸
國
の
産

業
及
貿
易
欄

「
土
耳
古
共
和
國
」

『
通
商
彙
報
』

29
2

19
31
/1
1/
15
23
-2
6

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
共
和
國
現
行
關
税
法
」

『
通
商
彙
報
』

29
3

19
31
/1
2/
15
19
-2
2

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
其
に
於
け
る
輸
入
制
限
令
」　

『
通
商
彙
報
』

29
3

19
31
/1
2/
15

貿
易
館
彙
報

「
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
」

『
通
商
彙
報
』

29
3

19
31
/1
2/
15
30
-3
1

貿
易
館
彙
報

「
巴
土
波
一
周
展
附
帯
施
設
」

『
通
商
彙
報
』

29
3

19
31
/1
2/
15
30
-3
1

貿
易
館
彙
報

「
参
考
品
の
貸
與
並
展
覧
曾
等
の
援
助
」

『
通
商
彙
報
』

29
3

19
31
/1
2/
15
30
-3
1

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
令
に
よ
る
許
可
數
量
」

『
通
商
彙
報
』

29
4

19
32
/0
1/
15
16

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
に
於
け
る
爲
替
法
の
改
正
」

『
通
商
彙
報
』

29
5

19
32
/0
2/
15
14

「
土
耳
古
ス
ミ
ル
ナ
港
貿
易
状
況
」

『
通
商
彙
報
』

29
8

19
32
/0
5/
15
17
-1
9

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
第
四
回
土
耳
其
輸
入
制
限
品
目
許
可
數
量
」

『
通
商
彙
報
』

30
0

19
32
/0
7/
15
24

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
其
に
於
け
る
輸
入
制
限
」

『
通
商
彙
報
』

30
2

19
32
/0
9/
15
23
-2
4

「
土
耳
其
の
貿
易
近
況
」

『
通
商
彙
報
』

30
3

19
32
/1
0/
15
13
-1
5

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
其
に
於
け
る
茶
，
砂
糖
及
珈
琲
輸
入
統
一
法
（
一
九

三
二
年
七
月
二
日
制
定
）」

『
通
商
彙
報
』

30
3

19
32
/1
0/
15
25

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
ト
ル
コ
向
縞
三
綾
の
重
量
に
關
す
る
注
意
事
項
／
土
耳
古

に
於
け
る
輸
入
制
限
」

『
通
商
彙
報
』

30
5

19
32
/1
2/
15
30
-3
1
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イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
向
け
輸
出
品
包
装
用
紙
に
關
す
る
注
意
」

『
通
商
彙
報
』

33
3

19
35
/0
4/
15
20
-2
1

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
向
け
輸
出
綿
布
に
記
載
す
る
長
さ
並
に
幅
の
表
示

に
關
す
る
注
意
」

『
通
商
彙
報
』

33
3

19
35
/0
4/
15
20
-2
1

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
に
於
け
る
綿
緞
通
，
大
尺
布
及
び
敷
布
の
需
給
状

況
」

『
通
商
彙
報
』

33
4

19
35
/0
5/
15
13
-1
4

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館
シ

リ
ア
見
本
展
示

会
出
張
員

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
シ
リ
ヤ
地
方
に
於
け
る
綿
製
品
輸
入
稅
引
上
げ
後
報
」

『
通
商
彙
報
』

33
4

19
35
/0
5/
15
20
-2
2

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
シ
リ
ヤ
地
方
に
於
け
る
本
邦
品
に
對
す
る
最
高
稅
率
適
用

延
期
」

『
通
商
彙
報
』

33
4

19
35
/0
5/
15
22
-2
3

近
東
貿
易
協
會
諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
に
於
け
る
加
工
綿
布
類
其
他
十
種
品
目
に
對
す
る

改
正
稅
率
適
用
の
實
施
」

『
通
商
彙
報
』

33
4

19
35
/0
5/
15
23
-2
4

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
土
耳
古
向
け
輸
出
品
イ
ン
ボ
イ
ス
に
對
す
る
注
意
」

『
通
商
彙
報
』

33
4

19
35
/0
5/
15
24
-2
5

斎
藤
直
路
（
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
日

本
商
品
館
）

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
新
獨
土
協
定
稅
率
と
通
商
條
約
締
國
へ
の
均
霑
」

『
通
商
彙
報
』

33
7

19
35
/0
8/
15
20
-2
5

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
シ
リ
ヤ
・
パ
レ
ス
タ
イ
ン
地
方
綿
糸
布
需
給
状
況
」

『
通
商
彙
報
』

33
8

19
35
/0
9/
15
8-
17

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

諸
國
關
税
及
輸
入

規
則
變
更

「
シ
リ
ア
地
方
に
於
け
る
輸
入
稅
引
き
下
げ
」

『
通
商
彙
報
』

33
8

19
35
/0
9/
15
20
-2
6

「
土
耳
古
に
於
け
る
オ
リ
ー
ブ
油
の
生
産
及
輪
出
」

『
通
商
彙
報
』

34
9

19
36
/0
8/
15
5-
8

「
土
耳
古
に
於
け
る
榛
實
の
生
産
及
輪
出
」

『
通
商
彙
報
』

34
9

19
36
/0
8/
15
8-
9

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
に
於
け
る
燐
寸
事
情
」

『
通
商
彙
報
』

35
3

19
35
/1
2/
15
7

「「
巴
・
土
・
波
展
」
の
予
告
」

『
通
信
見
本
市
』

30
19
31
/0
8/
31
33

「
新
市
場
の
開
拓
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
1
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桜
内
幸
雄
，
柴

田
善
三
郎
，
山

田
寅
次
郎
，
花

岡
芳
夫

「
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
を
迎
え
て
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
2-
7

中
目
覚
，小
野
慶

太
郎
，
佐
々
木

俊
三
，
鬼
頭
俊

造
，
久
保
田
常

太
郎
，
青
木
又

雄
，
伊
東
次
郎

「
近
東
諸
國
の
旅
行
を
顧
み
て
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
11
-2
0

「
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
開
か
る
，
本
邦
對
巴
土
波
諸
國
の
貿

易
，
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
々
場
案
内
，
巴
土
波
諸
國
の
國

情
・
産
業
・
貿
易
，
巴
土
波
一
周
展
覧
曾
出
品
目
録
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
21
-3
4

「「
一
國
一
題
」
近
東
諸
國
の
ぞ
き
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
35
-4
4

原
田
武

「
大
阪
府
對
近
東
諸
國
輸
出
貿
易
の
推
移
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
45
-4
9 

「
巴
土
波
諸
國
に
於
け
る
關
税
制
度
概
要
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
50
-5
1

「
巴
土
波
諸
國
貨
幣
邦
貨
換
算
一
覧
」

『
通
信
見
本
市
』

31
19
31
/0
9/
30
52
-5
3
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Ⅲ
：
大
阪
市
関
係
逐
次
刊
行
物
　『
東
洋
貿
易
時
報
』・
『
東
洋
貿
易
研
究
』（
～
19
45
年
）
所
収
　
ト
ル
コ
関
係
記
事
総
索
引

著
者

項
目

表
　
　
題

誌
名

巻
数
号
数

刊
行
年
月
日

頁
数

「
土
耳
古
輸
入
貨
物
原
産
地
證
明
の
査
證
料
換
算
率
改
正
」
『
東
洋
貿
易
時
報
』

4
22

19
28
/0
6/
07
9

「
土
耳
古
の
新
關
税
率
に
就
て
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

5
25

19
29
/0
6/
27
10

「
土
耳
古
に
於
け
る
捺
染
綿
布
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

5
47

19
29
/1
1/
18
17
-1
8

「
土
耳
古
に
於
け
る
建
築
用
タ
イ
ル
の
需
給
状
況
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
07

19
30
/0
2/
20
18
-1
9

「
土
耳
古
の
カ
タ
ン
糸
輸
入
状
況
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
08

19
30
/0
2/
27
16
-1
7

「
近
東
に
於
け
る
ス
ズ
コ
の
取
引
進
捗
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
11

19
30
/0
3/
20
19
-2
1

「
土
耳
古
向
人
絹
織
品
の
輸
入
稅
其
他
に
就
て
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
17

19
30
/0
5/
01
21

「
土
耳
其
に
於
け
る
日
傘
並
に
雨
傘
に
對
す
る
輸
入
稅
の
改

訂
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
20

19
30
/0
5/
12
17
-1
8

「
土
耳
其
税
關
規
則
變
更
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
20

19
30
/0
5/
12
18
-1
9

「
近
東
旅
商
班
の
便
り
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
45

19
30
/1
1/
13
12
-1
4

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

見
本
展
示
會

「
近
東
旅
商
班
便
り
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
50

19
30
/1
2/
18
14
-1
7

「
埃
及
近
東
地
方
旅
商
班
の
歸
阪
期
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

6
51

19
30
/1
2/
15
16

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
其
産
オ
リ
ー
ブ
油
に
就
て
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

7
02

19
31
/0
1/
15
21
-2
3

「
土
耳
古
佛
資
本
位
を
採
用
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

7
39

19
31
/1
0/
01
13

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
第
四
四
半
期
輸
入
許
可
數
量
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
40

19
32
/1
0/
06
18

「
土
耳
古
政
府
輸
入
禁
止
制
限
令
發
布
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

7
47

19
31
/1
1/
26
11
-1
2

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
ブ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
古
へ
自
由
に
輸
入
し
得
る
商
品
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
07

19
32
/0
2/
18
18
-2
0

土
耳
古
通
信
「
キ
ヤ
ン
バ
ス
靴
税
率
增
徴
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
08

19
32
/0
2/
25
8

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

土
耳
古
通
信
「
本
邦
関
係
品
の
輸
入
許
可
數
量
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
09

19
32
/0
3/
03
12
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イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
に
於
け
る
綿
布
の
近
況
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
11

19
32
/0
3/
17
22
-2
5

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
新
聞
の
論
説
：
日
本
と
土
耳
古
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
14

19
32
/0
4/
07
17
-1
9

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
ブ
ル
日
本

商
品
館

土
耳
古
通
信
「
輸
入
品
第
四
回
許
可
數
量
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
23

19
32
/0
6/
09
13

近
東
貿
易
協
会

「
一
九
三
三
年
一
，
二
，
三
月
土
耳
古
輸
入
許
可
數
量
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
49

19
32
/1
2/
08
16

在
土
耳
古
本
商

務
書
記
官

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

8
50

19
32
/1
2/
15
18
-1
9

在
土
耳
古
本
商

務
官

「
對
日
土
耳
古
特
産
物
の
輸
出
者
に
制
限
外
輸
入
を
許
可
す

る
規
定
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

9
06

19
33
/0
2/
16
15

在
土
耳
古
本
商

務
官

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
品
目
及
許
可
數
量
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

9
10

19
33
/0
3/
16
19
-2
1

在
土
耳
古
本
商

務
官

「
土
耳
古
對
日
制
限
外
輸
入
絛
件
の
緩
和
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

9
12

19
33
/0
3/
30
17

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
割
當
數
量
（
第
三
四
半
季
）」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

9
23

19
33
/0
6/
15
15

武
者
小
路
公
共

「
土
耳
古
に
於
け
る
輸
入
制
限
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

9
42

19
33
/1
0/
16
17
-1
8

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
向
輸
出
綿
布
に
メ
ー
ト
ル
法
使
用
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

11
10

19
35
/0
3/
14
16
-1
7

イ
ス
タ
ン
ブ
ル

日
本
商
品
館

「
土
耳
古
向
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
事
項
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

11
17

19
35
/0
5/
02
16

日
土
貿
易
組
合

「
對
土
原
産
地
證
明
書
の
記
入
價
格
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

11
19

19
35
/0
5/
16
18

付
録
・
各
國

戦
時
貿
易
對

策
特
輯

「
土
耳
其
：
液
體
燃
料
鑛
油
輸
出
禁
止
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

15
37

19
39
/0
9/
21
18

付
録
・
各
國

戦
時
貿
易
對

策
特
輯

「
土
耳
其
：
輸
出
禁
止
竝
用
許
可
品
目
」

『
東
洋
貿
易
時
報
』

15
38

19
39
/0
9/
28
11
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經
濟
事
情

「
土
耳
其
の
絨
氈
業
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

7
11

19
28
/1
1/
15
72
-7
5

資
料

「
埃
及
の
關
税
改
正
準
備
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

7
12

19
28
/1
2/
15
12
8-
12
9

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
其
：
新
輸
入
税
法
実
施
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

8
07

19
29
/0
7/
15
10
2-
10
3

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
其
：
新
関
税
法
実
施
期
日
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

8
08

19
29
/0
8/
15
59

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
其
：
新
関
税
愈
々
実
施
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

8
10

19
29
/1
0/
15
85
-8
6

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
，
仏
税
率
協
定
／
新
條
約
の
締
結
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
01

19
30
/0
1/
15
77
-8
1

「
土
耳
其
に
於
け
る
捺
染
綿
ネ
ル
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
03

19
30
/0
3/
15
15
8-
16
1

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
其
市
場
に
於
け
る
綿
毛
布
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
04

19
30
/0
4/
15
14
2-
14
5

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
其
市
場
に
於
け
る
絹
織
物
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
05

19
30
/0
5/
15
11
2-
12
3

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
其
：
税
關
規
則
變
更
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
06

19
30
/0
6/
15
75
-7
7

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
其
：
東
洋
産
粗
絨
の
輸
入
税
引
下
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
07

19
30
/0
7/
15
78

「
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
輸
出
入
業
者
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
07

19
30
/0
7/
15
15
1-
16
3

經
濟
事
情

「
土
耳
其
経
済
界
の
近
状
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
10

19
30
/1
0/
15
58
-6
3
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コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
其
に
於
け
る
本
邦
製
繪
蓆
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

9
10

19
30
/1
0/
15
11
0-
11
1

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
君
府
市
場
に
於
け
る
刷
子
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
01

19
31
/0
1/
15
12
4-
12
9

「
パ
レ
ス
タ
イ
ン
経
済
事
情
：
近
東
地
方
旅
商
報
告
（
其
一
）」
『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
03

19
31
/0
3/
15
72
-9
9

「
シ
リ
ヤ
経
済
事
情
：
近
東
地
方
旅
商
報
告
（
其
二
）」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
04

19
31
/0
4/
15
82
-9
8

「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ヤ
経
済
事
情
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
04

19
31
/0
4/
15
99
-1
01

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
其
に
於
け
る
本
邦
縞
三
綾
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
05

19
31
/0
5/
15
12
6-
13
3

君
府
本
市
嘱
託

員
「
土
耳
古
に
於
け
る
捺
染
綿
布
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
06

19
31
/0
6/
15
11
8-
12
9

「
波
斯
経
済
事
情
：
近
東
地
方
旅
商
報
告
（
其
五
）」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
07

19
31
/0
7/
15
57
-8
5

「
佛
領
モ
ロ
ッ
コ
経
済
事
情
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
07

19
31
/0
7/
15
86
-9
3

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
輸
出
用
桶
板
の
輸
入
税
免
除
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
07

19
31
/0
7/
15
11
4

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
古
に
於
け
る
護
謨
靴
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
07

19
31
/0
7/
15
13
1-
14
1

經
濟
事
情

「
土
耳
古
経
済
事
情
：
近
東
地
方
旅
商
班
報
告
(其
六
)」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
08

19
31
/0
8/
15
65
-9
4

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
礦
泉
輸
入
の
制
限
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
08

19
31
/0
8/
15
12
0

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
其
に
於
け
る
亜
鉛
鐵
板
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
08

19
31
/0
8/
15
14
6-
15
0

「
ユ
ー
ゴ
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
経
済
近
況
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
09

19
31
/0
9/
15
49
-5
6
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諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
貨
幣
鋳
造
機
の
輸
入
及
使
用
の
独
占
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
09

19
31
/0
9/
15
89

「
土
耳
古
の
經
濟
近
況
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
10

19
31
/1
0/
15
67
-7
3

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
古
に
於
け
る
莫
大
小
生
地
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
10

19
31
/1
1/
15
13
2-
13
6

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
一
部
原
料
輸
入
税
免
除
，
襤
褸
糸
輸
入
税
免
除
，
土
耳
古

政
府
輸
入
禁
止
例
発
布
，
最
恵
國
条
約
締
結
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
12

19
31
/1
2/
15
81
-8
3

「
ユ
ー
ゴ
・
ス
ラ
ヴ
の
綿
絲
布
貿
易
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

10
12

19
31
/1
2/
15
12
1-
12
3

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
令
に
依
る
輸
入
決
定
額
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
01

19
32
/0
1/
15
81

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

「
土
耳
古
の
晒
綿
布
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
01

19
32
/0
1/
15
10
5-
12
5

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
に
伴
ふ
信
用
状
發
行
に
就
て
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
02

19
32
/0
2/
15
81

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
經
濟
状
態
保
護
に
關
す
る
法
律
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
02

19
32
/0
2/
15
81
-9
3

コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
プ
ル
日
本

商
品
館

商
品

「
土
耳
古
輸
入
制
限
令
と
本
邦
品
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
02

19
32
/0
2/
15
10
8-
12
4

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
禁
止
品
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
04

19
32
/0
4/
15
94
-1
05
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諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
一
九
三
二
年
第
三
期
（
七
，
八
，
九
月
分
）
輸

入
許
可
額
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
06

19
32
/0
6/
15
93

「
土
耳
古
に
於
け
る
未
晒
金
巾
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
06

19
32
/0
6/
15
10
6-
11
6

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
令
の
變
更
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
08

19
32
/0
8/
15
99
-1
01

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
外
の
輸
入
許
可
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
09

19
32
/0
9/
15
67
-6
8

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
茶
，
砂
糖
及
珈
琲
輸
入
統
一
法
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
10

19
32
/1
0/
15
90

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
一
九
三
三
年
第
十
四
半
期
輸
入
許
可
數
量
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

11
12

19
32
/1
2/
15
11
0

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
　
輸
入
制
限
令
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
01

19
33
/0
1/
15
11
4-
11
5

マ
ン
チ
エ
ス

タ
ー
商
業
視
察

團
經
濟
事
情

「
近
東
及
阿
弗
利
加
の
綿
布
市
場
：
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
商
業

視
察
團
の
報
告
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
02

19
33
/0
2/
15
43
-5
2

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
令
に
例
外
設
定
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
03

19
33
/0
3/
15
97

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
令
の
内
容
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
04

19
33
/0
4/
15
85
-8
7

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
日
土
通
商
協
定
三
カ
月
延
長
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
05

19
33
/0
5/
15
85
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諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
制
限
法
附
加
令
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
06

19
33
/0
6/
15
81
-8
8

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
第
三
四
半
期
輸
入
制
限
令
詳
報
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
08

19
33
/0
8/
15
10
7-
11
1

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
十
月
以
降
の
輸
入
制
限
発
表
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
09

19
33
/0
9/
15
84

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
關
税
改
正
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
09

19
33
/0
9/
15
85

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
原
産
地
證
明
に
關
す
る
注
意
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
10

19
33
/0
9/
15
68
-6
9

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
附
加
税
を
入
市
税
に
變
更
徴
収

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
10

19
33
/0
9/
15
69

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
コ
ン
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
制
度
一
部
復
活
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

12
11

19
33
/1
1/
15
97

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
一
九
三
四
年
第
一
四
半
期
輸
入
許
可
量
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

13
01

19
34
/0
1/
15
14
9

「
蘇
聯
邦
對
土
耳
古
の
經
濟
關
係
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

13
02

19
34
/0
2/
15
12
3-
13
4

「
亜
細
亜
回
教
諸
國
の
商
業
的
發
展
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

13
02

19
34
/0
2/
15
15
1-
15
3

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
一
九
三
四
年
第
二
四
半
期
本
邦
品
輸
入
許
可
量
」
『
東
洋
貿
易
研
究
』

13
06

19
34
/0
6/
15
10
8-
10
9
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諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
第
三
四
年
半
期
本
邦
品
輸
入
許
可
量
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

13
08

19
34
/0
8/
15
81

「
土
耳
古
の
産
業
と
貿
易
（
上
）」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

14
03

19
35
/0
3/
15
27
-3
6

「
土
耳
古
の
産
業
と
貿
易
（
下
）」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

14
04

19
35
/0
4/
15
55
-6
4

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
綿
布
に
メ
ー
ト
ル
制
採
用
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

14
04

19
35
/0
4/
15
92

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
出
品
包
装
用
紙
に
關
す
る
注
意
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

14
04

19
35
/0
4/
15
92
-9
3

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
原
産
地
證
明
書
の
記
入
價
格
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

14
06

19
35
/0
6/
15
98

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
織
物
工
業
の
近
状
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

14
09

19
35
/0
9/
15
65
-6
6

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
日
土
貿
易
暫
行
協
定
及
實
施
取
極
の
廃
棄
通
告
」
『
東
洋
貿
易
研
究
』

15
12

19
36
/1
2/
15
90

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
一
般
輸
入
制
限
令
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

16
02

19
37
/0
2/
15
86
-8
8

諸
國
の
課
税

に
關
す
る
規

則
変
更

「
土
耳
古
：
輸
入
法
令
改
正
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

16
08

19
37
/0
8/
15
84

「
通
商
上
よ
り
見
た
る
日
本
と
近
東
」

『
東
洋
貿
易
研
究
』

20
06

19
41
/6
/1
5
28
-3
7


